
氏名

もろとみ たかひこ 所属

職名

最終学歴 学位

学科・院の別

単位 14.0 時間 54.0 時間 歯学科

単位 2.0 時間 時間 歯学科

単位 6.0 時間 時間 歯学科・口腔保健学科

単位 時間 通年 時間 歯学科・口腔保健学科

単位 6.0 時間 時間 口腔保健学科

九州歯科大学歯学部歯学科口腔機能学講座口腔保存治療学分野

九州歯科大学大学院歯学研究科 博士（歯学）

大学運営における主な
役職履歴（過去5年間）

学年副主任、医療事故予防対策委員、リスクマネージメント部会部員、OSCE運営部副部会長、CBT
ブラッシュアップ委員、保存治療科外来医長

諸冨 孝彦
准教授

専 門 分 野

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

歯の治療学（Ⅰ、Ⅱ）

口腔顎顔面画像解剖学概論

総合講義（Ⅰ、Ⅱ）

臨床実習（Ⅰ、Ⅱ）

実習時間数

口腔治療ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ系歯科医学Ⅰ

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

日本歯科保存学会、日本歯内療法学会、歯科基礎医学会、日本歯科医学教育学会、日本再生歯科医学会									
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産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

新規根管充填用シーラーおよび覆髄材の開発

4-META/MMA-TBBレジンの創傷被覆材としての可能性

（ 主 要 ５ 編 ）

研 究 業 績

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

電動歯ブラシのプラーク除去効果

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

象牙質−歯髄複合体再生療法 新規歯髄保護法

（著書・発表論文等）

(５つまで)

共同研究等の
実績

FGF-2含浸ゼラチンハイドロゲルを用いた象牙質−歯髄複合体再生療法の可能性（京都大学）

研 究 分 野 歯科保存学

研究課題

課題名
・象牙質−歯髄複合体再生療法確立のための新規スキャホールド材および象牙質補填材の開発
・新規生物学的覆髄剤の開発
・効果的な臨床基礎教育教授法の検討

キーワード
象牙質—歯髄複合体、創傷治癒、再生医療、象牙芽細胞、覆髄


